
一　

事
案
の
概
要

　

本
件
は
、
被
告
Ｙ
に
対
し
て
、
主
位
的
に
は
Ｘ１

が
、
予
備
的
に
は
Ｘ2

が
、

預
金
の
支
払
い
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
事
件
で
あ
る
。

　

主
位
的
原
告
で
あ
る
Ｘ１

は
、
平
成
九
年
一
二
月
五
日
に
東
京
家
庭
裁
判

所
に
よ
っ
て
訴
外
Ａ
の
後
見
人
に
選
任
さ
れ
た
後
、「
Ａ
後
見
人
Ｘ１

」
名
義

の
普
通
預
金
口
座
（
以
下
「
本
件
預
金
口
座
」
と
い
う
）
を
Ｙ
の
支
店
に

開
設
し
て
こ
れ
を
管
理
し
て
い
た
。
Ａ
は
平
成
一
七
年
三
月
一
六
日
に
死

亡
し
た
。
Ａ
の
相
続
人
は
、
Ａ
の
姪
で
あ
る
Ｘ2

と
訴
外
Ｂ
で
あ
っ
た
。
Ｘ2

と
Ｂ
と
の
間
で
は
、
平
成
一
七
年
七
月
二
一
日
に
、
本
件
預
金
口
座
の
預

金
の
う
ち
七
五
〇
万
円
を
Ｂ
が
取
得
し
、
そ
れ
以
外
の
遺
産
を
Ｘ2

が
取
得

す
る
と
い
う
内
容
の
遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し
た
。

　

Ｘ１

は
、
Ａ
死
亡
後
に
本
件
預
金
口
座
か
ら
七
五
〇
万
円
を
引
き
出
し
て

Ｂ
に
交
付
す
る
な
ど
し
、
そ
の
後
平
成
一
七
年
九
月
二
〇
日
に
、
Ｙ
に
対

し
て
、
本
件
預
金
口
座
の
残
高
で
あ
る
一
五
万
九
一
八
四
円
（
以
下
「
本

件
預
金
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
払
戻
請
求
を
し
た
（
以
下
「
本
件
払
戻
請

求
」
と
い
う
）。
と
こ
ろ
が
Ｙ
が
こ
の
請
求
を
拒
絶
し
た
た
め
、
Ｘ１

は
、
預

金
契
約
に
基
づ
く
預
金
の
払
戻
し
と
そ
の
遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を
求
め

て
訴
え
を
提
起
し
、
こ
れ
が
認
容
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
予
備

的
に
Ｘ2

に
お
い
て
同
旨
の
請
求
を
し
た
。
本
件
訴
訟
の
訴
状
は
平
成
二
二

年
三
月
二
五
日
に
Ｙ
に
送
達
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
Ｙ
は
、本
件
訴
訟
提
起
後
の
平
成
二
二
年
七
月
一
日
に
、

本
件
預
金
債
務
に
つ
い
て
、
債
権
者
不
確
知
を
理
由
と
し
て
、
東
京
法
務

局
に
対
し
て
、
一
五
万
九
八
〇
四
円
を
供
託
し
た
（
以
下
「
本
件
供
託
」

と
い
う
）。

原
告
に
係
る
訴
え
の
主
観
的
予
備
的
併
合
を
適
法
と
し
た
上
で
、
主
位
的
原

告
の
請
求
を
全
部
棄
却
し
、
予
備
的
原
告
の
請
求
を
一
部
認
容
し
た
事
例 
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二　

 

判　
　
　

旨

　

ま
ず
、
Ｘ１

の
本
件
払
戻
請
求
を
Ｙ
が
拒
絶
し
た
こ
と
が
債
務
不
履
行
に

該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
Ｙ
の
本
件
預
金
口
座
の
名
義

人
が
「
Ａ
後
見
人
Ｘ１

」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
Ｘ１

は
Ａ
の
法

定
代
理
人
と
し
て
Ｙ
と
の
間
で
預
金
契
約
を
締
結
し
た
の
で
あ
り
、
Ａ
の

死
亡
に
と
も
な
う
後
見
終
了
に
よ
っ
て
Ｘ１

は
財
産
管
理
権
を
喪
失
し
、
預

金
債
権
は
共
同
相
続
人
で
あ
る
Ｘ2

と
Ｂ
の
も
と
へ
移
っ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
Ｘ１

の
払
戻
請
求
を
Ｙ
が
拒
絶
し
た
こ
と
は
債
務
不
履
行
に
は
該
当

し
な
い
と
認
定
し
た
。

　

次
に
、
本
件
供
託
が
さ
れ
た
時
点
で
は
、
Ｂ
が
前
記
七
五
〇
万
円
を
受

領
し
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
が
提
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
等
に

照
ら
せ
ば
、
Ｙ
は
こ
の
時
点
ま
で
誰
が
債
権
者
で
あ
る
か
確
知
で
き
な
い

状
態
に
あ
り
、
こ
の
点
に
過
失
も
な
か
っ
た
の
で
、
Ｙ
は
弁
済
供
託
に
よ

っ
て
債
務
不
履
行
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
本
件
供
託
は
有

効
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
本
件
供
託
金
額
が
、
本
件
供
託
が
さ
れ

た
時
点
で
の
預
金
額
お
よ
び
遅
延
損
害
金
額
の
合
計
を
下
回
る
の
で
、
そ

の
差
額
に
つ
い
て
、
Ｙ
は
本
件
預
金
の
債
権
者
で
あ
る
Ｘ2

に
支
払
う
よ
う

命
じ
た
。

　

そ
し
て
、
本
件
訴
え
が
主
観
的
予
備
的
請
求
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
判
例
（
最
判
昭
和
四

三
年
三
月
八
日
民
集
二
二
巻
三
号
五
五
一
頁
）
に
お
い
て
主
観
的
予
備
的

請
求
が
不
適
法
と
さ
れ
た
事
例
は
、
被
告
複
数
の
場
合
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
れ
が
不
適
法
と
さ
れ
る
理
由
は
、
主
と
し
て
、
予
備
的
請
求
の
被
告
の

法
的
地
位
が
不
安
定
と
な
る
こ
と
に
あ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
本

件
の
よ
う
に
、
原
告
複
数
の
場
合
の
主
観
的
予
備
的
請
求
に
つ
い
て
は
、

上
記
の
よ
う
な
問
題
点
は
被
告
複
数
の
場
合
に
比
し
て
格
段
に
小
さ
く
、

む
し
ろ
、
被
告
に
と
っ
て
も
、
複
数
の
請
求
を
一
回
的
に
解
決
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
な
ど
の
利
点
も
あ
る
こ
と
等
に
照
ら
す
と
、
こ
れ
を
不
適

法
と
す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
Ｘ2

の
請
求
は
、
必
ず

し
も
、
Ｘ１

の
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
場
合
を
解
除
条
件
と
す
る
も
の
と
は
さ

れ
て
お
ら
ず
、
単
に
そ
の
優
先
順
位
を
付
け
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
解
さ

れ
る
か
ら
、
仮
に
、
主
位
的
請
求
が
認
容
さ
れ
る
場
合
に
は
、
予
備
的
請

求
は
棄
却
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
解

釈
を
と
れ
ば
、
上
記
問
題
点
は
さ
ら
に
矮
小
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
（
更
に
付
言
す
れ
ば
、
Ｘ１

ら
の
請
求
は
論
理
上
両
立
し
得

な
い
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
記
の
よ
う
に
優
先
順
位
を
付
け
る

こ
と
に
も
、
さ
ほ
ど
の
意
味
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。）。」

三　

評　
　
　

釈

⑴　

主
観
的
予
備
的
併
合
に
つ
い
て

　

訴
え
の
主
観
的
予
備
的
併
合
と
は
、
複
数
の
訴
訟
当
事
者
の
間
で
互
い

に
両
立
し
え
な
い
関
係
の
請
求
が
生
じ
る
と
き
に
、
主
た
る
当
事
者
に
対

す
る
請
求
が
認
容
さ
れ
る
こ
と
を
解
除
条
件
と
し
て
、
予
備
的
当
事
者
に

対
す
る
請
求
を
併
合
提
起
す
る
併
合
形
態
で
あ
る
と
一
般
に
説
明
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
代
理
人
が
締
結
し
た
契
約
の
履
行
を
主
位
的
に
契
約

当
事
者
に
対
し
て
求
め
、
代
理
人
が
無
権
代
理
で
あ
っ
た
場
合
に
備
え
て

予
備
的
に
代
理
人
に
対
し
て
契
約
の
履
行
ま
た
は
損
害
賠
償
を
請
求
す
る

よ
う
な
場
合
（
民
法
一
一
七
条
一
項
）
や
、
土
地
工
作
物
の
設
置
ま
た
は
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保
存
に
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
占
有
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求

め
、
占
有
者
が
損
害
の
発
生
を
防
止
す
る
の
に
必
要
な
注
意
を
果
た
し
た

と
さ
れ
た
場
合
に
備
え
て
所
有
者
に
も
損
害
賠
償
を
求
め
る
よ
う
な
場
合

（
民
法
七
一
七
条
一
項
）
で
あ
る）

1
（

。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
訴
え
の
客
観

的
予
備
的
併
合
の
場
合
に
な
ら
っ
て
提
案
さ
れ
た
の
が
訴
え
の
主
観
的
予

備
的
併
合
で
あ
る
。
こ
の
併
合
形
態
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
審
理
が
別
個
に

な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
事
者
が
主
位
的
請
求
・
予
備
的
請
求
と
も
に

敗
訴
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
両
請
求
に
つ
い
て
の

二
度
の
訴
訟
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
実
体
関
係
を
手
続
上
で

も
忠
実
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
異
な
る
当
事
者
間
で
両
立
し
え
な

い
請
求
に
つ
い
て
、
共
通
の
手
続
と
資
料
に
基
づ
く
審
理
を
求
め
る
当
事

者
の
要
請
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
併
合
形
態
に
対
し
て
は
、
択
一
関
係
に
あ
る
請
求
を
統
一

的
に
審
判
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
が
ら
、
上
訴
と
の
関
係
で
は
必
ず
し

も
統
一
的
裁
判
が
保
障
さ
れ
な
い
こ
と
、
主
位
的
請
求
の
認
容
に
よ
っ
て

予
備
的
請
求
に
つ
い
て
の
訴
訟
係
属
が
遡
及
的
に
消
滅
す
る
た
め
、
予
備

的
当
事
者
、
と
く
に
予
備
的
被
告
の
訴
訟
上
の
地
位
が
不
安
定
で
あ
る
こ

と
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
対
し
て
、
統
一

的
裁
判
の
保
障
に
関
し
て
は
、
両
請
求
に
つ
い
て
の
審
理
を
単
純
併
合
と

し
た
う
え
で
共
同
当
事
者
間
に
補
助
参
加
の
関
係
を
認
め
た
り）

2
（

、
あ
る
い

は
必
要
的
共
同
訴
訟
の
規
律
を
準
用
す
る）

3
（

と
い
っ
た
解
釈
が
提
唱
さ
れ

た
。
被
告
の
手
続
上
の
地
位
の
不
安
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
手
続

上
の
不
利
益
を
前
提
に
し
た
う
え
で
、
当
事
者
間
の
具
体
的
、
動
態
的
な

関
係
か
ら
こ
の
不
利
益
を
許
容
で
き
る
事
情
が
予
備
的
当
事
者
に
存
在
す

る
場
合
に
は
、
主
観
的
予
備
的
併
合
が
認
め
ら
れ
る
と
の
議
論）

4
（

が
提
示
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
主
観
的
予
備
的
併
合
を
解
除
条
件
付
き
の
訴
え
と
す
る

定
義
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
予
備
的
併
合
に
つ
い
て
考
察
す
る
学
説
も
存
在
す

る
。
す
な
わ
ち
、
主
観
的
予
備
的
併
合
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
事
案
で
は
、

原
告
・
被
告
間
の
み
な
ら
ず
共
同
当
事
者
間
に
も
利
害
の
対
立
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
こ
の
よ
う
な
共
同
当
事
者
間
の
関
係
は
条
件
付
き
の
関
係

で
は
な
く
、
認
容
判
決
を
求
め
る
順
序
を
示
す
併
位
的
な
関
係
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る）

5
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
併
合

形
態
を
不
適
法
と
す
る
考
え
方）

6
（

も
な
お
強
く
、
訴
え
の
主
観
的
予
備
的
併

合
の
許
否
に
つ
い
て
は
活
発
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た）

7
（

。

　

最
高
裁
は
、
主
観
的
予
備
的
併
合
で
は
予
備
的
請
求
の
被
告
と
さ
れ
た

者
は
応
訴
上
著
し
く
不
安
定
・
不
利
益
な
地
位
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
よ
う
な
原
告
の
保
護
に
偏
す
る
併
合
形
態
は
認
め
ら
れ
な
い
と

し
た
控
訴
審
判
決
を
支
持
し
、
特
に
理
由
を
挙
げ
る
こ
と
な
く
主
観
的
予

備
的
併
合
を
不
適
法
と
す
る
判
決
を
下
し
た
（
最
判
昭
和
四
三
年
三
月
八

日
民
集
二
二
巻
三
号
五
五
一
頁
）。
し
か
し
そ
の
後
の
下
級
審
に
お
い
て

は
、
①
主
位
的
被
告
と
予
備
的
被
告
が
実
質
上
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
な
場

合
）
8
（

、
②
予
備
的
被
告
が
す
で
に
同
一
手
続
内
に
お
け
る
関
連
訴
訟
で
被
告

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合）

9
（

、
③
予
備
的
被
告
の
同
意
が
あ
る
な
ど
予
備

的
被
告
が
主
観
的
予
備
的
併
合
に
よ
る
不
利
益
を
甘
受
し
て
い
る
よ
う
な

場
合）

10
（

、
④
行
政
訴
訟
の
特
殊
性
か
ら
予
備
的
被
告
に
と
っ
て
も
利
点
が
あ

り
訴
訟
経
済
上
も
利
益
が
あ
る
よ
う
な
場
合）

11
（

な
ど
に
は
、
最
高
裁
が
不
適

法
の
理
由
と
し
た
予
備
的
被
告
の
手
続
上
の
地
位
の
不
安
定
さ
が
存
在
し

な
い
こ
と
を
理
由
に
、
主
観
的
予
備
的
併
合
を
認
め
た
も
の
が
あ
る
。

原告に係る訴えの主観的予備的併合を適法とした上で、主位的原告の請求を全部棄却し、予備的原告の請求を一部認容した事例721
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⑵　

原
告
複
数
の
主
観
的
予
備
的
併
合
に
つ
い
て

　

訴
え
の
主
観
的
予
備
的
併
合
の
議
論
に
お
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
一
人
の

原
告
が
複
数
の
被
告
に
対
し
て
訴
え
を
提
起
す
る
被
告
複
数
の
場
合
が
念

頭
に
お
か
れ
、
本
件
の
よ
う
に
複
数
の
原
告
が
一
人
の
被
告
に
対
す
る
請

求
が
生
じ
る
場
合
は
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
原
告
複
数
の
場
合
が
想
定
で
き
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
過
去
に

は
本
件
の
よ
う
に
複
数
の
原
告
が
一
人
の
被
告
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
請

求
を
主
観
的
予
備
的
併
合
と
し
て
提
訴
し
た
事
例
も
い
く
つ
か
存
在
す
る）
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① 　

東
京
地
判
昭
和
三
五
年
三
月
二
九
日
下
民
集
一
一
巻
三
号
六
〇
五

頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
三
号
七
四
頁
（
積
極
）

　

法
人
格
な
き
社
団
Ｘ2

の
役
員
で
あ
る
Ｘ１

が
、
Ｙ
に
対
し
て
、
会
館
使
用

料
の
支
払
い
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
Ｙ
が
当
該
会
館
は
Ｘ１

で
は
な
く
Ｘ2

か
ら
賃
借
し
た
も
の
だ
と
主
張
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｘ2

が
予
備

的
に
当
該
会
館
使
用
料
の
支
払
い
を
求
め
た
事
例
。

　

裁
判
所
は
、
主
観
的
予
備
的
併
合
に
つ
い
て
と
く
に
判
示
す
る
こ
と
な

く
、
Ｘ2

の
請
求
を
認
容
し
た
。

② 　

名
古
屋
地
判
昭
和
三
七
年
九
月
一
日
下
民
集
一
三
巻
九
号
一
七
七
七

頁（
消
極
）

　

学
校
法
人
Ｘ１

の
理
事
長
Ｘ2

が
Ｘ１

に
寄
付
し
た
と
さ
れ
る
土
地（
未
登
記
）

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
有
権
移
転
登
記
、
譲
渡
に
基
づ
く
移
転
請
求
権

仮
登
記
、
抵
当
権
設
定
登
記
を
有
す
る
Ｙ1

、
Ｙ2

、
Ｙ3

に
対
し
て
、
主
位
的

に
Ｘ１

が
、
予
備
的
に
Ｘ2

が
、
所
有
権
確
認
と
各
登
記
の
抹
消
を
求
め
た
事

例
。

　

裁
判
所
は
、「
複
雑
化
し
た
現
在
の
社
会
的
経
済
的
諸
情
勢
の
も
と
で
、

主
観
的
予
備
的
併
合
の
実
際
的
必
要
性
が
増
大
し
て
お
り
、
こ
れ
を
許
容

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
原
告
の
便
宜
、
訴
訟
経
済
上
の
利
益
の
大

で
あ
る
こ
と
は
当
裁
判
所
も
こ
れ
を
認
め
る
の
に
吝
で
は
な
い
。
ま
し
て

本
件
の
よ
う
に
、相
手
方
の
意
思
の
み
に
か
か
っ
て
い
て
予
測
不
可
能
な
、

対
抗
要
件
の
欠
缺
の
主
張
の
有
無
に
よ
っ
て
原
告
た
る
べ
き
者
が
確
定
さ

れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
必
要
性
は
一
層
大
き
い
と
考
え
ら
れ
」、
ま
た
本
件

の
よ
う
に
原
告
複
数
の
場
合
に
は
「
一
般
に
主
観
的
予
備
的
併
合
を
不
適

法
と
す
る
見
解
に
お
い
て
、
そ
の
論
拠
の
一
と
す
る
予
備
的
に
併
合
せ
ら

れ
た
被
告
の
不
利
益
の
問
題
を
全
く
顧
慮
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
も
ま
た

明
ら
か
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
も
、「
異
る
当
事
者
間
で
の
予
備
的
併
合
を
認

め
る
こ
と
は
、
現
行
民
事
訴
訟
法
の
と
る
共
同
訴
訟
人
独
立
の
原
則
と
予

備
的
併
合
に
つ
き
要
請
す
る
審
判
の
統
一
と
い
う
こ
と
と
の
調
整
の
点
で

未
だ
首
肯
す
る
に
足
る
理
論
的
な
解
明
が
な
さ
れ
ず
、
殊
に
審
級
の
関
係

で
破
綻
を
免
れ
な
い
か
ら
、
結
局
現
行
民
事
訴
訟
法
の
も
と
に
お
い
て
は

共
同
訴
訟
の
構
造
に
な
じ
み
得
な
い
不
適
法
な
訴
訟
形
態
と
解
さ
ざ
る
を

得
な
い
」
と
し
て
、
Ｘ2

の
訴
え
を
却
下
し
た
。

③ 　

大
阪
高
判
昭
和
四
二
年
六
月
八
日
下
民
集
一
八
巻
五･

六
号
六
三
三

頁
（
積
極
）

　

Ｘ
銀
行
が
Ｙ
に
保
証
債
務
の
履
行
を
求
め
て
訴
え
を
提
起
し
た
事
件
の

控
訴
審
で
、
当
時
の
Ｘ
銀
行
の
支
店
長
Ｚ
が
、
仮
に
Ｘ
の
請
求
に
理
由
が

な
け
れ
ば
Ｚ
個
人
が
貸
与
し
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
Ｙ
に
対
す
る

予
備
的
請
求
を
掲
げ
て
独
立
当
事
者
参
加
を
申
し
立
て
た
事
例
。

　

裁
判
所
は
、「
本
件
の
よ
う
な
当
事
者
参
加
に
お
い
て
は
、
参
加
人
は
、

進
ん
で
予
備
的
参
加
の
申
立
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
被
告
（
被
控
訴
人
）

は
、
終
始
変
ら
ず
従
来
の
訴
訟
資
料
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
特
に
不
利

益
を
被
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
地
位
が
不
安
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
な
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く
、
当
事
者
参
加
の
結
果
、
民
事
訴
訟
法
六
二
条
（
現
行
民
訴
法
四
〇
条
、

筆
者
注
）
の
準
用
に
よ
り
統
一
的
裁
判
又
は
併
合
訴
訟
関
係
の
維
持
も
可

能
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
訴
訟
経
済
に
も
合
し
、
進
ん
で
参
加
す
る
参

加
人
に
も
便
宜
で
あ
り
、
従
前
の
原
告
（
控
訴
人
）
に
対
し
、
特
に
著
し

い
不
利
益
を
与
え
る
お
そ
れ
も
な
い
」
と
し
て
こ
れ
を
適
法
と
し
、
Ｘ
と

Ｚ
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
原
判
決
を
支
持
し
た
。

④ 　

東
京
地
判
昭
和
五
八
年
一
一
月
一
四
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
二
三
号
一

九
八
頁
（
積
極
）

　

法
人
格
の
あ
る
個
人
企
業
Ｘ2

の
代
表
者
Ｘ１

が
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
生

じ
た
休
業
損
害
（
営
業
損
害
）
等
に
つ
い
て
、
主
位
的
に
Ｘ１

の
損
害
、
予

備
的
に
Ｘ2

の
損
害
と
し
て
、
Ｙ
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し

た
事
例
。

　

裁
判
所
は
、「
本
件
の
よ
う
な
原
告
ら
の
関
係
が
密
接
な
場
合
に
お
い
て

は
、
か
か
る
併
合
形
態
を
と
っ
て
も
、
被
告
の
訴
訟
上
の
地
位
が
特
に
不

安
定
な
い
し
不
利
益
に
な
る
と
は
い
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
本
件
で
は
こ

の
よ
う
な
併
合
形
態
を
と
る
に
つ
い
て
被
告
に
異
議
は
な
い
」
こ
と
を
理

由
に
、
主
観
的
予
備
手
的
併
合
を
適
法
と
し
て
、
Ｘ１

の
請
求
を
一
部
認
容

し
た）
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⑶　

本
判
決
に
つ
い
て

　

⑵
に
挙
げ
た
下
級
審
裁
判
例
の
う
ち
、
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決
の

後
に
出
さ
れ
た
も
の
は
、④
の
昭
和
五
八
年
東
京
地
裁
判
決
だ
け
で
あ
る
。

昭
和
五
八
年
の
東
京
地
裁
判
決
は
、
共
同
原
告
間
の
実
質
的
同
一
性
、
被

告
の
訴
訟
上
の
地
位
、
予
備
的
併
合
に
対
す
る
被
告
の
同
意
の
存
在
の
三

点
に
着
目
し
て
、
主
観
的
予
備
的
併
合
を
適
法
と
判
断
し
て
い
る
。
最
高

裁
判
決
後
に
主
観
的
予
備
的
併
合
を
適
法
と
し
た
他
の
下
級
審
裁
判
例
と

同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
判
決
は
、
ま
ず
原
告
複

数
の
主
観
的
予
備
的
併
合
は
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決
の
射
程
外
で
あ

る
と
位
置
づ
け
て
、
最
高
裁
判
決
と
本
件
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
こ
れ
は
昭
和
五
八
年
の
東
京
地
裁
判
決
で
は
明
示
的
に
判
断
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
学
説
に
お
い
て
も
、
同
じ
主
観
的
予
備
的
併
合

で
あ
っ
て
も
、
原
告
複
数
の
場
合
と
被
告
複
数
の
場
合
と
で
は
事
情
が
異

な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

両
者
に
お
け
る
最
大
の
違
い
は
、
予
備
的
請
求
に
か
か
る
当
事
者
の
訴

訟
上
の
地
位
の
不
安
定
や
不
利
益
の
程
度
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず

被
告
の
地
位
に
関
し
て
、
原
告
複
数
の
主
観
的
予
備
的
併
合
に
お
い
て
、

被
告
は
手
続
の
当
初
よ
り
主
位
的
請
求
の
審
理
に
関
与
す
る
こ
と
に
な

り
、
被
告
複
数
の
場
合
と
比
べ
て
予
備
的
請
求
に
か
か
る
被
告
の
地
位
の

不
安
定
、
不
利
益
は
少
な
い
。
ま
た
被
告
は
主
位
的
請
求
認
容
、
主
位
的

請
求
棄
却
・
予
備
的
請
求
認
容
、
主
位
的
請
求
棄
却
・
予
備
的
請
求
棄
却

の
い
ず
れ
か
の
裁
判
は
必
ず
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
被
告
複
数
の
場
合
の

予
備
的
被
告
の
よ
う
に
、
審
理
に
は
関
与
し
た
も
の
の
主
位
的
請
求
認
容

に
よ
っ
て
裁
判
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
次
に

原
告
の
地
位
で
あ
る
が
、
た
し
か
に
予
備
的
原
告
に
は
、
自
ら
の
請
求
に

つ
い
て
の
審
理
が
主
位
的
請
求
の
そ
れ
に
後
れ
た
り
、
主
位
的
請
求
の
認

容
に
よ
っ
て
訴
訟
係
属
が
遡
及
的
に
失
わ
れ
た
り
す
る
不
安
定
や
不
利
益

が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
予
備
的
原
告
の
選
択
に
よ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
原
告
は
受
忍
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
原
告
複
数
の
主
観
的
予
備

的
併
合
の
場
合
に
は
、
提
訴
に
際
し
て
原
告
間
で
な
ん
ら
か
の
折
衝
が
な

さ
れ
て
い
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
両
原
告
に
は
、
主
観
的

原告に係る訴えの主観的予備的併合を適法とした上で、主位的原告の請求を全部棄却し、予備的原告の請求を一部認容した事例723
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予
備
的
併
合
に
よ
る
訴
訟
手
続
を
通
し
て
、
法
律
上
は
と
も
か
く
事
実
上

は
、
原
告
間
に
潜
在
的
に
存
在
す
る
あ
る
い
は
将
来
発
生
す
る
可
能
性
の

あ
る
両
請
求
に
関
す
る
争
い
に
つ
い
て
、
一
定
の
決
着
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
と
い
え
よ
う）
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。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
複
数
の

主
観
的
予
備
的
併
合
の
場
合
に
は
、
提
訴
前
に
被
告
間
で
の
交
渉
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
は
考
え
に
く
く
、共
同
被
告
間
の
利
害
対
立
は
、

原
告
複
数
の
場
合
に
お
け
る
共
同
原
告
間
の
そ
れ
よ
り
も
深
刻
で
あ
る
と

推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
違
い
を
考
慮
す
る
と
、
原
告
複
数
の

主
観
的
予
備
的
併
合
と
被
告
複
数
の
主
観
的
予
備
的
併
合
を
区
別
し
て
そ

の
適
法
性
を
判
断
す
る
姿
勢
を
示
し
た
本
判
決
は
評
価
に
値
す
る
と
考
え

る
。

　

ま
た
本
判
決
は
、
予
備
的
請
求
に
か
か
る
被
告
の
訴
訟
上
の
地
位
に
つ

い
て
、
従
来
の
裁
判
例
の
よ
う
に
そ
の
不
安
定
や
不
利
益
が
比
較
的
少
な

い
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く）

15
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、
紛
争
の
一
回
的
解
決
の
点
か
ら
は
被

告
に
利
点
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
、
こ
れ
を
主
観
的
予
備
的
併
合
を
認

め
る
理
由
と
し
て
い
る
。
主
観
的
予
備
的
併
合
の
有
用
性
の
根
拠
と
し
て

は
、
両
立
し
え
な
い
複
数
の
請
求
を
一
回
の
訴
訟
手
続
で
解
決
で
き
る
原

告
側
の
便
宜
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
被
告
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

言
及
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
主
観
的
予
備
的
併
合
が
主
と

し
て
被
告
複
数
の
場
合
を
念
頭
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ

る
。
し
か
し
原
告
複
数
の
主
観
的
予
備
的
併
合
に
お
い
て
は
、
被
告
複
数

の
場
合
の
裏
返
し
と
し
て
、
被
告
側
に
複
数
の
請
求
に
か
か
る
紛
争
を
一

回
の
訴
訟
手
続
で
解
決
で
き
る
利
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

は
主
位
的
請
求
棄
却
・
予
備
的
請
求
認
容
の
場
合
、
ま
た
は
主
位
的
請

求
・
予
備
的
請
求
い
ず
れ
も
棄
却
さ
れ
た
場
合
に
顕
著
で
あ
る
。
主
位
的

請
求
認
容
の
場
合
に
は
、
予
備
的
請
求
に
か
か
る
訴
訟
係
属
が
遡
及
的
に

消
滅
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
に
予
備
的
原
告
か
ら
別
訴
を
提
起
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
予
備
的
請
求
を
解
除
条
件
付
き
の
請
求
と
解
す
る

以
上
は
存
在
す
る
問
題
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
予
備
的
請
求
に
つ
い
て
の

審
理
や
、
主
位
的
請
求
認
容
判
決
に
よ
る
原
告
間
の
潜
在
的
な
紛
争
の
解

決
に
よ
っ
て
、
予
備
的
請
求
に
か
か
る
再
提
訴
の
可
能
性
は
比
較
的
低
下

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
主
位
的
請
求
認
容
判
決

に
も
、
一
定
程
度
の
紛
争
解
決
機
能
は
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

昭
和
五
八
年
の
東
京
地
裁
判
決
と
本
判
決
と
の
相
違
と
い
う
点
で
は
、

両
判
決
に
お
け
る
原
告
間
の
関
係
が
異
な
る
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
昭
和
五
八
年
の
東
京
地
裁
判
決
に
お
け
る
原
告
は
個
人
企
業
と
そ
の

代
表
者
で
あ
っ
て
、法
的
な
権
利
主
体
は
異
な
る
が
実
際
の
取
引
主
体（
交

通
事
故
に
よ
り
損
害
を
被
っ
た
者
）
は
同
一
と
い
う
関
係
に
あ
る
の
に
対

し
て
、
本
判
決
に
お
け
る
原
告
は
権
利
主
体
も
取
引
主
体
も
異
な
る
関
係

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
は
⑵
①
の
昭
和
三
五
年
東
京
地
裁
判
決
の
事

例
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
昭
和
四
三
年
の
最
高
裁
判
決

後
に
原
告
複
数
の
主
観
的
予
備
的
併
合
が
認
め
ら
れ
る
新
た
な
事
例
を
示

し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
本
判
決
は
、
本
件
の
主
観
的
予
備
的
併
合
を
不
適
法
と
す
る

必
要
は
な
い
と
し
つ
つ
、
他
方
で
Ｘ１

と
Ｘ2

の
両
請
求
は
い
わ
ば
順
位
付
け

さ
れ
た
関
係
に
あ
り
、
両
請
求
に
つ
い
て
と
も
に
審
判
す
る
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。
本
判
決
が
一
般
に
主
観
的
予
備
的
併

合
の
法
的
性
質
と
し
て
順
位
的
併
合
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
本
件
に
つ
い
て
主
観
的
予
備
的
併
合
と
は
別
の
併
合
形
態
を
想

定
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
疑
問
が
生
じ
る
。
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本
判
決
が
Ｘ１

と
Ｘ2

の
請
求
を
順
位
的
な
関
係
に
あ
る
と
し
た
の
は
、
ま

ず
主
位
的
請
求
認
容
に
伴
う
予
備
的
請
求
に
つ
い
て
の
訴
訟
係
属
の
遡
及

的
消
滅
の
可
能
性
を
考
慮
し
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
予
備
的
請
求
に

か
か
る
被
告
の
訴
訟
上
の
地
位
の
不
安
定
は
、
予
備
的
請
求
が
一
般
に
解

除
条
件
付
き
の
請
求
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
被
告
の
地
位
の
不
安
定
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
本
判
決

は
、
予
備
的
請
求
と
さ
れ
て
い
る
Ｘ2

の
請
求
を
解
除
条
件
付
き
の
請
求
と

は
位
置
づ
け
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
本
判
決
の
結
論
は

Ｘ１

の
請
求
棄
却
・
Ｘ2

の
請
求
認
容
で
あ
る
の
で
、
結
果
的
に
は
、
予
備
的

請
求
に
か
か
る
当
事
者
の
訴
訟
上
の
不
利
益
や
不
安
定
は
生
じ
て
い
な

い
。
ま
た
原
告
複
数
の
主
観
的
予
備
的
併
合
の
場
合
に
は
、
提
訴
に
際
し

て
予
備
的
請
求
に
つ
い
て
原
告
の
同
意
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た

併
合
形
態
を
認
め
る
こ
と
に
被
告
に
利
点
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
の
事

例
を
主
観
的
予
備
的
併
合
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
は
で
き
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
判
決
が
あ
え
て
両
請
求
が
順
位

付
け
さ
れ
た
関
係
に
あ
る
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
併
合
形
態
に
つ

い
て
、
原
告
ら
の
認
識
（
あ
る
い
は
訴
状
等
に
お
け
る
表
現
）
と
裁
判
所

の
判
断
に
不
調
和
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
考
え
る
と
、
本
判
決
は
後
者
の
考
え
方
に
近
く
、
予
備
的
請
求
を
解

除
条
件
付
き
の
請
求
と
す
る
一
般
的
な
主
観
的
予
備
的
併
合
と
は
別
の
併

合
形
態
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
本
件
に
お
い

て
は
、
具
体
的
な
紛
争
の
経
緯
や
当
事
者
間
の
公
平
等
の
観
点
か
ら
手
続

的
に
み
て
主
観
的
予
備
的
併
合
を
不
適
法
と
す
る
理
由
は
な
い
の
で
、
結

論
と
し
て
主
観
的
予
備
的
併
合
を
許
容
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
件
に
お
い
て
裁
判
所
は
主
観
的
予
備
的
併

合
を
認
め
た
の
だ
と
解
し
て
も
、
あ
る
い
は
両
請
求
に
は
単
に
優
先
順
位

が
付
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
他
は
単
純
併
合
の
形
態
に
よ
る
と
判
断

し
た
と
解
し
て
も
、
両
請
求
の
審
判
に
順
序
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点

は
共
通
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
本
判
決
は
、
両
請
求
の
審
判
に
つ
い
て

当
事
者
に
よ
る
順
位
付
け
が
不
可
能
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の
と

と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る）

16
（

。
も
し
当
事
者
に
よ
る
優
先
順
位
の
付
与
が
認

め
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
両
請
求
の
関
連
性
が
よ
り
明
確
に
な
り
、

別
個
の
審
判
に
よ
る
矛
盾
判
断
や
二
重
の
審
理
を
回
避
す
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
当
事
者
の
認
識
を
含
め
た
紛
争
の
実
体
を
訴
訟
に
反
映
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
よ
り
適
切
な
紛
争
処
理
が
実
現
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

⑷　

同
時
審
判
申
出
共
同
訴
訟
と
の
関
係
に
つ
い
て

　

本
判
決
は
、
現
行
民
事
訴
訟
法
下
に
お
い
て
原
告
複
数
の
主
観
的
予
備

的
併
合
を
認
め
た
事
例
で
あ
る
。
訴
え
の
主
観
的
予
備
的
併
合
は
、
平
成

八
年
の
民
事
訴
訟
法
改
正
の
際
に
明
文
化
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
し

か
し
な
が
ら
適
用
範
囲
や
統
一
的
裁
判
の
保
障
等
の
問
題
に
つ
い
て
決
着

が
つ
か
ず
、
立
法
化
は
見
送
ら
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
同
時
審
判
申
出
共
同

訴
訟
（
民
訴
法
四
一
条
）
が
新
設
さ
れ
た）

17
（

。
こ
の
同
時
審
判
申
出
共
同
訴

訟
に
つ
い
て
は
、
併
合
形
態
、
統
一
的
裁
判
の
保
障
、
適
用
範
囲
、
申
出

権
者
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に

加
え
て
主
観
的
予
備
的
併
合
と
の
関
係
も
議
論
さ
れ
て
い
る）

18
（

。
本
件
で
は

当
事
者
か
ら
同
時
審
判
の
申
出
が
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
何
も
判
断
さ
れ
て
い

な
い
が
、
現
行
法
下
に
お
い
て
主
観
的
予
備
的
併
合
を
認
め
た
と
い
う
こ

と
は
、
同
時
審
判
申
出
共
同
訴
訟
と
主
観
的
予
備
的
併
合
の
共
存
の
可
能

原告に係る訴えの主観的予備的併合を適法とした上で、主位的原告の請求を全部棄却し、予備的原告の請求を一部認容した事例725
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性
を
示
す
判
決
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
本
判
決
は
今
後
の
議
論
に
お

け
る
重
要
な
参
考
例
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）　

そ
の
ほ
か
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
滝
川
叡
一
「
請
求
の
主
観
的
択
一

関
係
と
共
同
訴
訟
」『
民
事
実
務
ノ
ー
ト
二
』（
一
九
六
八
年
、
判
例
タ
イ

ム
ズ
社
）
一
一
〇
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
２
）　

兼
子
一
『
新
修
民
事
訴
訟
法
体
系
〔
増
補
版
〕』（
一
九
六
五
年
、
酒
井

書
店
）
三
六
八
頁
。

（
３
）　

松
浦
馨
「
主
観
的
予
備
的
併
合
の
適
否
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
〇
〇
号
二
五

三
頁
（
一
九
六
四
年
）、
小
山
昇
「
訴
え
の
主
観
的
・
予
備
的
併
合
」
同

『
多
数
当
事
者
訴
訟
の
研
究
』（
一
九
九
三
年
、
信
山
社
）
二
九
三
頁
（
初

出
：
一
九
六
九
年
）。

（
４
）　

井
上
治
典
「
訴
え
の
主
観
的
予
備
的
併
合
」
同
『
多
数
当
事
者
の
訴
訟
』

（
一
九
九
二
年
、
信
山
社
）
三
頁
（
初
出
：
一
九
八
四
年
）。

（
５
）　

西
村
宏
一
「
訴
え
の
主
観
的
・
予
備
的
併
合
」
兼
子
一
編
『
実
例
法
学

全
集
・
民
事
訴
訟
法
（
上
）』（
一
九
六
三
年
、
青
林
書
院
新
社
）
五
九
頁
、

山
下
郁
夫
「『
主
観
的
予
備
的
併
合
』
を
考
え
る
」
民
事
訴
訟
雑
誌
三
九
巻

二
一
七
頁
（
一
九
九
三
年
）、
上
田
徹
一
郎
『
民
事
訴
訟
法
〔
第
七
版
〕』

（
二
〇
一
一
年
、
法
学
書
院
）
五
五
二
頁
。

（
６
）　

中
田
淳
一
「
訴
の
主
観
的
予
備
的
併
合
の
許
否
」
同
『
訴
訟
と
判
決
の

法
理
』（
一
九
七
二
年
、
有
斐
閣
）
四
七
頁
（
初
出
：
一
九
五
八
年
）、
木

川
統
一
郎
「
主
観
的
予
備
的
併
合
不
要
論
」
同
『
民
事
訴
訟
法
改
正
問
題
』

（
一
九
九
二
年
、
成
文
堂
）（
初
出
：
一
九
九
二
年
）
な
ど
。

（
７
）　

学
説
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
小
山
・
前
掲
注（
３
）二
九
三
頁
、
井
上
・

前
掲
注（
４
）三
頁
、
上
田
徹
一
郎
＝
井
上
治
典
編
『
注
釈
民
事
訴
訟
法

（
二
）』（
一
九
九
二
年
、
有
斐
閣
）
一
七
頁
〔
上
田
徹
一
郎
〕、
河
野
正
憲

「
訴
え
の
主
観
的
予
備
的
併
合
」
中
野
古
稀
『
判
例
民
事
訴
訟
法
の
理
論

（
上
）』（
一
九
九
五
年
、
有
斐
閣
）
五
〇
七
頁
、
猪
俣
孝
史
「
訴
え
の
主

観
的
予
備
的
併
合
の
再
検
討
」
桐
蔭
法
学
三
号
八
四
頁
（
一
九
九
五
年
）

な
ど
を
参
照
。

（
８
）　

神
戸
地
判
昭
和
五
二
年
三
月
二
九
日
訟
務
月
報
二
三
巻
三
号
六
一
七
頁

（
税
務
署
長
と
国
）、
名
古
屋
地
判
昭
和
六
〇
年
二
月
一
四
日
判
時
一
一
七

三
号
九
五
頁
（
未
成
年
者
と
親
権
者
）。

（
９
）　

東
京
高
判
昭
和
四
七
年
一
月
二
七
日
高
民
集
二
五
巻
一
号
二
九
頁
、
東

京
高
判
昭
和
四
七
年
二
月
一
七
日
高
民
集
二
五
巻
一
号
八
三
頁
、
東
京
地

判
昭
和
五
四
年
八
月
一
六
日
判
タ
四
〇
二
号
一
二
五
頁
、
東
京
地
判
昭
和

五
五
年
二
月
八
日
判
タ
四
二
二
号
一
一
七
頁
、
福
岡
高
判
昭
和
五
五
年
四

月
二
四
日
判
時
九
七
四
号
九
三
頁
、
大
阪
高
判
昭
和
六
一
年
三
月
一
四
日

判
タ
六
一
一
号
八
九
頁
、
東
京
地
判
平
成
二
四
年
一
月
一
三
日
Ｔ
Ｋ
Ｃ
法

律
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（http://w

w
w
.tkclex.ne.jp/

、
文
献
番
号
：

25480210

）。

（
10
）　

函
館
地
判
昭
和
四
九
年
六
月
七
日
判
時
七
六
七
号
七
九
頁
（
予
備
的
被

告
が
主
観
的
予
備
的
併
合
の
不
適
法
を
主
張
し
た
後
も
予
備
的
請
求
に
つ

い
て
積
極
的
に
訴
訟
行
為
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
予
備
的
被
告
は
手
続

上
の
不
利
益
を
容
認
し
て
い
る
と
さ
れ
た
事
例
）、津
地
判
昭
和
五
二
年
九

月
二
八
日
訟
務
月
報
二
三
巻
一
二
号
二
一
四
八
頁
（
予
備
的
被
告
が
、
手

続
上
の
不
安
定
、
不
利
益
を
甘
受
す
る
態
度
を
表
明
し
ま
た
は
こ
れ
と
同

視
し
う
べ
き
事
情
が
生
じ
た
後
に
、
予
備
的
併
合
の
不
適
法
却
下
を
求
め

る
こ
と
は
信
義
則
に
反
し
て
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
事
例
）、前
掲
大
阪
高

判
昭
和
六
一
年
三
月
一
四
日
（
予
備
的
被
告
が
異
議
な
く
応
訴
し
て
い
た

事
例
）。

（
11
）　

広
島
地
判
昭
和
四
九
年
一
二
月
一
七
日
判
時
七
九
〇
号
五
〇
頁
、
広
島

高
判
昭
和
五
一
年
三
月
一
日
行
集
二
二
巻
三
号
二
九
七
頁
（
前
掲
広
島
地

判
昭
和
四
九
年
一
二
月
一
七
日
の
控
訴
審
）、福
岡
地
判
平
成
四
年
三
月
二

四
日
訟
務
月
報
三
八
巻
九
号
一
七
五
三
頁
、
神
戸
地
判
平
成
六
年
一
〇
月

二
六
日
判
タ
八
七
九
号
一
三
七
頁
。

　
　
　

な
お
こ
れ
ら
と
同
様
の
事
例
に
お
い
て
消
極
に
解
し
た
裁
判
例
も
あ

る
。
長
野
地
判
昭
和
五
〇
年
一
一
月
二
九
日
判
時
八
一
四
号
一
一
〇
頁
、
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名
古
屋
地
判
平
成
五
年
二
月
二
五
日
行
集
四
四
巻
一
・
二
号
七
四
頁
、
名

古
屋
高
判
平
成
九
年
四
月
三
〇
日
高
民
集
五
〇
巻
一
号
一
〇
三
頁
（
前
掲

名
古
屋
地
判
平
成
五
年
二
月
二
五
日
の
控
訴
審
）。

（
12
）　

判
例
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
小
山
昇
「
訴
え
の
主
観
的
予
備
的
併
合
の

許
否
」
同
『
民
事
訴
訟
判
例
慢
策
』（
一
九
八
二
年
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
）

一
八
七
頁
、
渡
辺
武
文
「
訴
え
の
主
観
的
予
備
的
併
合
」
鈴
木
忠
一
＝
三

ヶ
月
章
編
『
新
・
実
務
民
事
訴
訟
講
座
三
』（
一
九
八
二
年
、
日
本
評
論

社
）
二
七
頁
、
吉
川
義
春
「
訴
の
主
観
的
予
備
的
併
合
」
判
タ
四
六
五
号

五
一
頁
（
一
九
八
二
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
13
）　

主
観
的
予
備
的
併
合
に
関
す
る
判
示
部
分
（
理
由
四
の
部
分
）
は
判
例

タ
イ
ム
ズ
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
判
決
全
文
は
Ｔ
Ｋ
Ｃ
法
律
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（http://w

w
w
.tkclex.ne.jp/

、
文
献
番
号
：29001758

）

に
よ
る
。

（
14
）　

も
っ
と
も
本
件
に
お
い
て
Ｘ1
は
、
亡
Ａ
の
遺
産
で
あ
る
本
件
預
金
口
座

の
金
銭
を
Ｘ2
に
交
付
す
る
つ
も
り
で
本
件
払
戻
請
求
を
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、原
告
間
に
請
求
権
を
め
ぐ
る
争
い
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
15
）　

本
判
決
で
は
、
結
果
的
に
、
Ｘ1
が
主
張
す
る
訴
え
提
起
前
の
本
件
払
戻

請
求
の
存
在
は
認
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｙ
が
予
備
的
併
合
に
よ
る
審
理
を

受
忍
す
べ
き
場
合
で
あ
る
か
ど
う
か
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

（
16
）　

括
弧
書
き
に
よ
っ
て
、
本
件
に
お
け
る
両
請
求
に
つ
い
て
優
先
順
位
を

付
す
こ
と
は
さ
ほ
ど
意
味
は
な
い
と
付
言
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

当
事
者
に
よ
る
優
先
順
位
の
付
与
を
否
定
し
て
い
る
と
ま
で
は
考
え
ら
れ

な
い
。
審
判
の
順
序
に
つ
い
て
当
事
者
の
申
立
権
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う

か
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
17
）　

改
正
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
高
田
裕
成
「
同
時
審
判
の
申
出
が
あ
る
共

同
訴
訟
」
三
宅
省
三
ほ
か
編
『
新
民
事
訴
訟
法
体
系
一
巻
』（
一
九
九
七

年
、
青
林
書
院
）
一
七
二
頁
な
ど
を
参
照
。

（
18
）　

同
時
審
判
申
出
共
同
訴
訟
の
創
設
に
よ
り
主
観
的
予
備
的
併
合
は
否
定

さ
れ
る
と
す
る
の
は
、
高
見
進
「
同
時
審
判
の
申
出
の
あ
る
共
同
訴
訟
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
九
八
号
三
六
頁
（
一
九
九
六
年
）、
同
「
同
時
審
判
の
申

出
が
あ
る
共
同
訴
訟
の
取
扱
い
」
新
堂
古
稀
『
民
事
訴
訟
理
論
の
新
た
な

構
築
（
上
）』（
二
〇
〇
一
年
、
有
斐
閣
）
七
〇
〇
頁
、
河
野
正
憲
「
当
事

者
」
塚
原
朋
一
ほ
か
編
『
新
民
事
訴
訟
法
の
理
論
と
実
務
（
上
）』（
一
九

九
七
年
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）
一
六
五
頁
、
上
北
武
男
「
同
時
審
判
の
申
出
が

あ
る
共
同
訴
訟
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
一
試
論
」
白
川
古
稀
『
民
事
紛
争

を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
』（
一
九
九
九
年
、
信
山
社
）
六
二
五
頁
、
伊
藤
眞

『
民
事
訴
訟
法
〔
第
四
版
〕』（
二
〇
一
一
年
、
有
斐
閣
）
六
一
六
頁
。

　
　
　

両
者
が
併
存
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
の
は
、竹
下
守
夫
ほ
か
編『
研

究
会
・
新
民
事
訴
訟
法
』（
一
九
九
九
年
）
六
四
頁
（
竹
下
守
夫
発
言
）、

六
五
頁
（
柳
田
幸
三
発
言
）、
高
田
裕
成
「
同
時
審
判
の
申
出
の
あ
る
共
同

訴
訟
」
法
学
教
室
一
九
二
号
一
七
頁
（
一
九
九
六
年
）、
同
・
前
掲
注（
17
）

一
九
二
頁
、
高
橋
宏
志
『
重
点
講
義
民
事
訴
訟
法
（
下
）〔
第
二
版
〕』（
有

斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
三
八
九
頁
。

原告に係る訴えの主観的予備的併合を適法とした上で、主位的原告の請求を全部棄却し、予備的原告の請求を一部認容した事例727

一
〇
五




